　　　　　　　　　　　　　太陽になったかげと星の姉妹
[bookmark: _Hlk123119773][bookmark: _Hlk123118952][bookmark: _Hlk126221638][bookmark: _Hlk123030751][bookmark: _Hlk123031255][bookmark: _Hlk126223775][bookmark: _Hlk126224473]とおい昔、それはとつぜん空からふってきました。大きないん石です。どすんと落ちると「あいたたぁ！」としりもちをつきました「おお、いたい！ん？ここはどこだろう？」まっ暗やみで何も見えません。すると太陽がのぼってきました。あたりが明るくなると、それは石というよりは、大きなゴツゴツした岩です。ずいぶん遠くへ来たもんだ、そう思ってまわりをながめていると、ねぇ、おじさん！と声がしました。だれだろうと下を見ると、そこには出来たばかりのかげがあります「おいらの事かい？ぼうや」そういうと、ぼくのおとうさん、おかあさんはどこ？ときいてきました（そうか、この子も一人か）そう思うとかわいそうで、そんなものはいないともいえません「お父さんはおいらさ」と、つい口から出てしまいました。しかしそう言っても首をかしげてしんじませんから「にていなくても、そんな親子はいっぱいいるよ。ちょうちょのさなぎとか、カエルのおたまじゃくしのようにね」そう言うと、大人になれば自分もこの岩になると思ったのでしょう、分かってくれたようです。やれやれと安心していると今度は、じゃあお母さんは？ときいてきたから、さあ大へんです。くるしまぎれに「そうだなあ、ぼうやはお母さんにだから、夜のやみにいるかもしれない」そう言ってしまいました。まわりが見えなくなってくるとぼうやはさびしくなって、お母さん、お母さんとよびかけます。しかし夜のやみにはゆめをまくマクだけでなく、ゆめを食うバクがいました。とくにうそつきでいじわるなバクは、気の弱いなき虫が大すきですから、めそめそしているのを感じるとどこからとなくやってきて「ぼうや、ぼうや」とよびました。ハッとしたかげは、だれ？お母さん？と聞きます「あたしかい？あたしゃ夜をきれいにするものさ」そういって、ヒョヒョヒョとわらいました。といっても、きれいなゆめを見させてくれるというのではありません。みたゆめも思い出せないほど、頭からキレイさっぱり消してしまうというのです「そうかい、お母さんをさがしているんだね」知ってるの？「ああ。さいのかわらのほらあなさ」さいの？ほらあな？「そうさ、さいという場所にあるどうくつのことだよ」どうくつ？どうして！？「シッ！そんな大きな声を出すんじゃないよ！だれかに聞かれたらどうするんだい。あっ、だれか来る！つづきはまた明日教えるよ」そう言って去っていきました。でも何のことかさっぱり分かりません。そしてまた次の夜がやってきました「きのうはよくねむれたかい？あまり大きな声を出しちゃいけないよ。ここには太陽につげ口するマクというやつがいるからね」そう言うと話のつづきをします「とじこめられているのさ。出られないように」だれに？「太陽に決まってるじゃないか」なんで？「さからったからさ。いいかい、太陽はかげがほしいんだ」かげ？「そうさ、それがあれば物がきれいに見え、また大きさも一目でわかるだろ。それで夜のやみをぬすんでいくんだ。あの日空からいん石がふってきて、そのかげを作らなきゃならないからね」それじゃあ！ぼくは？「やっとわかったかい。まだ日がのぼるか、のぼらないかの時お前を作るため、いつものように暗やみに手を入れてきたのさ。でも近くにいたそいつは、他のかげにしっかりしがみついて、はなれなかったんだ。うんだばかりのぼうやを守るためにね。だけどそいつはさからったばつで、暗いどうくつの中に入れられ、しまいにはお前もかげにされてしまった」どうしてそんなことをするの？「カゲのあるところとないところがあったらおかしいからさ。それにカゲに近いものは夜のやみしかないからね。それで夏の夜があんなに短いんだよ。母さんに会いたいんだろ？」するとかげはだまってうなずきます「だったらあたしが何とかしてやってもいいが、助けられるかどうかはお前のきょう力次第だよ」じゃあ、どうすればいいの？「にくい太陽がのぼってきたら、かくれないで向かっていくんだね」そうすれば本当に会えるの？「まずはそれをやってからさ」そして次の朝です。夏のジリジリとした太陽がようしゃなくてりつけてきます。言われたように太陽に向かって思いっきりからだをのばしました「あっ！」とおどろいて岩が声を上げた時には、すでにかげは半分消えていました。やけこげた体で「うぇーん、いたいよう、あついよう」となくばかりです「大丈ぶか！！ぼうや！」と心配し「なんでそんなことをしたんだ？」そう言われ、きのうの話をすると「そうか、そうだったか、たぶんそれはバクというやつだ、うわさできいた事がある」バクぅ？「そう。ないていると、近よってくるらしい。気の弱いものが大すきなのさ、取りつかれたら大へんだ。いいかい今度からはそいつに話しかけられてもだまっているんだよ、いいね」かげは、こっくりとうなずきました「それでもぼうやはまだいいんだ。ぼくをみてごらん、動けない。今日もこうしてあつくてもじっとがまんしてなきゃならない。だから、少し動けるだけでも有りがたいと思わなきゃ」そういっているとまた夜がやってきました。やはり岩の言った通りです「ぼうや、ぼうや。そこにいるのは知ってるよ。だまっていないで何とか言っておくれ、ねぇぼうや」言いつけを守っていると「おや？へんだねぇ。ははぁ、さては岩のでくのぼうが何か言ったね。そうなんだね」それでもだまっていると急に「だまっていないで何とかおいい！そこにいるのは分かってるんだ。出てこないとあたしゃなくよ、大きな声で。いや、ちがうちがう、そうじゃないそうじゃない、お前だ。お前がなくことになるんだ！いいから早く出てこい」そう言われてもじっとがまんしているとくるったように「いつまでもあまやかしはしないよ！出てこいこぞう！ここか？こっちか？！それともこの、あいたた！だれだこんなところに岩をおいたのは？」そうやって手さぐりしていましたが、あきらめたのかやがて声がしなくなりました。でもまだゆだんはできません、息をひそめてふるえていたのです。次の日も次の日もやってきますが、がまんしてじっとしていると、今度はやさしいゆめでした。母と会っている幸せなゆめです「ねぇ、耳をすませてごらん。しおさいが聞こえるでしょう？お母さんはそう言いました（しおさいとは波の音です）しずかに聞いているとやさしく子守歌がどこからか聞こえてきて、とけこんでねむってしまいました。それはマクが見させてくれたゆめでした。実はせいかくがまるで反対のバクとマクには、こんな話があります。それははるか昔、この二人はふたござの空にかがやく星でした。ところがもえつきて、そのかがやきがなくなると、死にたくないと言ったのだそうです。空の神様は「だったら命がいっぱいある二つの星があるから、ゆめを配るセイになったらどうじゃ」そういいます。ところがそれでもはなればなれですから「どうしてもいっしょがいい」とまたわがままを言います。それでほとほとこまって「それなら一つをいいものと悪いものに分けるしかないが、それでもよいか！」そう聞かれれば、もう悪いのがいやでもどうしようもありません。そろって「はい」と言ったのだそうです。でも妹思いの姉でしたから自分が悪者になろうとかくごを決めていたのです。それでいよいよ分かれるというとき「わたしを悪いものにして下さい！」そうねがい出ていました。それで「あっ！おねえさぁぁん！」と妹が大声をあげた時には、もうすでにマクとバクになっていたというのです。あくる日青い空にきれいな白い雲が流れてくると、太陽にかげを取られないようにするにはどうしたらいいかと、きいてみました。すると「何を言ってるんだい？」というのです。それでバクから聞かされた話をすると「それは全てでたらめだよ。ぼくは地きゅうのうらがわまで行くから知ってるけど、反対がわでは夜が長くなるのさ。つまり太陽はえこひいきしないし、みんなに平等なんだよ」それを聞くと今までバクにだまされていたとかげは気づきます。そしていつもいやなことからにげ回る日かげではなく、自分のからだを一生けん命もやして、みんなの幸せのために明るくてらす太陽のようになりたい、かげはそう思うとついに決心します。あの太陽にゆうきをもってとびこんでいました。あっ、あついぃ！しかしその暑さをがまんしていると、だんだんうっとりしてきて、かげはみるみる消え、太陽にすいこまれついに太陽になってしまいました。あのおく病で気の弱いなき虫のかげは、もういません。そして一方ゴツゴツした岩もかげがなくなると、日ごとにかどが取れ、丸い本当の大ぶつのすがたになっていました。そのまわりには色とりどりの美しい花がさき、そして人もどうぶつも分けへだてなく何かあってはここに来て「ほとけ様のおかげです」と手を合わせ感しゃするようになったということです。

